
平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
三
日
提
出

質

問

第

七

七

号

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
及
び
同
法
施
行
令
の
い
わ
ゆ
る
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

近

藤

昭

一

77



独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
及
び
同
法
施
行
令
の
い
わ
ゆ
る
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
春
、
厚
生
労
働
省
は
「
新
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
、
「
事
業
規
模
を
段
階
的
に
縮
小
す
る
場
合
の
水

道
計
画
論
の
確
立
が
必
要
」
と
明
確
に
述
べ
た
。
水
道
用
水
需
要
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
に
ピ
ー
ク
を
超
え
、
こ
こ
十
数
年
減

り
続
け
て
い
る
。
今
後
の
人
口
減
を
考
慮
す
れ
ば
、
各
自
治
体
（
水
道
事
業
者
）
は
、
そ
の
限
ら
れ
た
財
源
を
、
従
来
の
経
緯

に
引
き
ず
ら
れ
て
、
漫
然
と
「
需
要
増
に
対
応
す
る
た
め
」
の
事
業
に
投
じ
て
い
る
余
裕
は
な
い
。

二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
以
下
、
「
水
機
構
法
」
と
い
う
。
）
が
施
行
さ
れ
る
の
を
前
に
し

て
、
同
年
七
月
二
四
日
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
報
じ
た
二
〇
〇
三
年
七
月
一
日
付
「
官
庁
速
報
」
の
見
出
し
は
「
自
治
体
、
企
業
の
ダ
ム
撤
退
で
新
ル
ー

ル＝

費
用
分
担
を
明
文
化
、
過
大
投
資
防
止－

政
府
」
と
あ
り
、
本
文
で
は
「
事
業
計
画
を
作
っ
た
時
に
比
べ
、
水
需
要
が
落

ち
込
ん
で
も
、
関
係
者
間
で
計
画
変
更
後
の
事
業
費
を
ど
う
分
担
す
る
か
が
決
ま
っ
て
お
ら
ず
、
計
画
を
変
更
し
づ
ら
か
っ

た
。
そ
の
た
め
、
実
態
に
合
わ
な
い
過
大
な
投
資
が
続
き
、
確
保
し
た
ダ
ム
容
量
よ
り
も
水
の
利
用
量
が
大
幅
に
下
回
っ
た

り
、
水
道
料
金
や
工
業
用
水
の
料
金
が
必
要
以
上
に
高
く
な
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
」
と
い
う
経
緯
を
述
べ
、
続
い

て
「
政
府
は
、
ダ
ム
の
水
を
上
水
や
工
業
用
水
に
使
う
地
方
自
治
体
、
民
間
企
業
な
ど
が
ダ
ム
事
業
か
ら
撤
退
す
る
際
の
費
用

一



分
担
ル
ー
ル
を
新
た
に
策
定
す
る
。
撤
退
す
る
事
業
者
に
対
し
、
不
要
に
な
っ
た
過
去
の
投
資
分
を
負
担
さ
せ
た
り
、
引
き
続

き
ダ
ム
事
業
に
参
加
す
る
事
業
者
の
負
担
額
を
抑
制
し
た
り
し
て
、
費
用
分
担
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
。
計
画
時
よ
り
も
需
要
が

落
ち
込
ん
だ
事
業
者
が
撤
退
し
や
す
い
環
境
を
整
え
、
過
大
な
投
資
を
防
ぐ
」
と
、
「
撤
退
（
新
）
ル
ー
ル
」
を
設
け
る
意
義

を
述
べ
て
い
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
、
「
撤
退
す
る
際
の
…
費
用
分
担
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
」
す
る
も
の
と
し
て
規
定
さ
れ
た
の

が
右
記
水
機
構
法
施
行
令
及
び
翌
年
に
条
文
を
追
加
し
た
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
施
行
令
の
い
わ
ゆ
る
「
撤
退
ル
ー
ル
」
で
あ
る

と
理
解
し
て
い
る
。
こ
の
「
撤
退
ル
ー
ル
」
を
設
け
た
こ
と
に
よ
り
、
自
治
体
等
の
利
水
者
は
、
事
業
に
参
画
し
続
け
る
場
合

の
費
用
負
担
と
撤
退
し
た
場
合
の
費
用
負
担
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
自
ら
の
責
任
と
判
断
で
健
全
で
持
続
可

能
な
水
道
行
政
を
展
望
す
る
条
件
の
一
つ
が
で
き
た
も
の
と
積
極
的
に
受
け
止
め
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
水
機
構
法
及
び
同
施
行
令
に
は
、
撤
退
の
意
思
を
伝
え
る
手
続
き
及
び
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
よ
る
精
算
の
起
算

日
が
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。
明
解
な
規
定
が
な
い
こ
と
を
も
っ
て
、
「
撤
退
に
は
予
め
関
係
者
全
員
の
了
解
が
必
要
で
あ

る
」
「
『
残
っ
た
者
』
が
負
担
増
に
同
意
す
る
保
証
が
な
い
か
ら
に
は
、
従
来
の
事
業
実
施
計
画
の
通
り
の
負
担
を
す
る
覚
悟

で
な
け
れ
ば
、
撤
退
意
思
を
正
式
に
通
知
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
」
「
撤
退
意
思
を
正
式
に
通
知
し
て
も
、
事
業
実
施
計
画

二



変
更
に
至
る
ま
で
は
長
期
間
を
要
す
る
か
ら
、
相
当
期
間
に
わ
た
り
、
水
機
構
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
従
来
通
り
の
支
払
い
を

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
「
結
局
の
と
こ
ろ
、
撤
退
し
て
も
負
担
は
変
わ
ら
ず
、
た
だ
施
設
の
使
用
権
を
失
う
だ
け
で
あ
る

か
ら
、
撤
退
は
真
剣
に
検
討
す
る
に
値
し
な
い
」
等
の
誤
解
あ
る
い
は
無
理
解
に
基
づ
く
無
責
任
な
言
説
が
ま
き
散
ら
さ
れ
、

自
治
体
の
長
及
び
担
当
部
局
の
真
摯
な
撤
退
の
検
討
を
阻
害
し
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
言
説
を
放
置
し
続
け
る

こ
と
は
「
撤
退
ル
ー
ル
」
を
設
け
た
本
来
の
趣
旨
が
損
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

今
や
「
水
資
源
開
発
促
進
」
の
時
代
で
は
な
い
。
人
口
減
と
財
政
難
の
重
な
る
自
治
体
に
は
自
律
的
か
つ
大
胆
な
発
想
の
転

換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
需
要
増
を
前
提
に
し
た
水
源
施
設
計
画
や
導
水
施
設
計
画
を
見
直
し
、
事
業
か
ら
の
撤
退
も
真
剣
に

選
択
肢
に
入
れ
て
検
討
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
水
機
構
法
施
行
令
の
「
撤
退
ル
ー
ル
」
の
理
解
と
活
用
が
進
ん
で
い
な
い
現
状

を
踏
ま
え
て
、
以
下
、
質
問
す
る
。

な
お
、
質
問
に
対
し
て
は
「
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
同
法
施
行
令
）
に
規
定
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
」
「
独
立

行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
同
法
施
行
令
）
規
定
の
手
続
き
を
踏
む
べ
き
も
の
で
あ
る
」
等
の
抽
象
的
答
弁
で
は
な
く
、
具
体

的
で
わ
か
り
や
す
い
答
弁
を
お
願
い
し
た
い
。

一

「
撤
退
ル
ー
ル
」
の
意
義
に
つ
い
て

三



「
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
案

法
制
局
第
二
部
長
説
明
資
料

平
成
一
四
年
九
月
二
四
日

厚
生
労
働
省

農
林

水
産
省

経
済
産
業
省

国
土
交
通
省
」
で
は
「
旧
水
公
団
法
は
、
昭
和
三
十
六
年
、
わ
が
国
の
経
済
成
長
期
に
お
け
る
水

需
給
の
逼
迫
し
た
水
資
源
開
発
水
系
に
お
い
て
緊
急
に
用
水
対
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、
水
資
源
開
発
促
進
法
と
併
せ
て
制

定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
業
途
中
で
利
水
者
が
撤
退
し
、
計
画
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
は
基
本
的
に
想
定

し
て
お
ら
ず
、
事
業
か
ら
撤
退
す
る
者
の
負
担
方
法
、
ま
た
、
事
業
廃
止
の
場
合
の
負
担
方
法
に
つ
い
て
の
規
定
が
措
置
さ

れ
て
い
な
い
」
と
し
て
、
旧
水
公
団
法
に
は
撤
退
の
規
定
が
存
在
し
な
か
っ
た
旨
の
事
実
と
そ
の
事
情
を
述
べ
、
新
た
に
制

定
さ
れ
る
水
資
源
機
構
法
に
お
い
て
は
、
事
業
か
ら
の
撤
退
に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
、
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

「
現
下
の
水
需
要
の
伸
び
悩
み
を
踏
ま
え
、
利
水
者
の
中
に
は
事
業
か
ら
撤
退
し
た
い
と
い
う
声
も
あ
る
が
、
旧
水
公
団

法
で
は
撤
退
に
関
す
る
手
続
き
、
負
担
方
法
等
の
制
度
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
実
務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生

じ
て
い
る
。
」
「
利
水
者
全
て
が
事
業
か
ら
撤
退
す
れ
ば
、
事
業
は
廃
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
が
、
事
業
廃
止
の
手

続
き
、
費
用
負
担
等
の
制
度
に
つ
い
て
も
未
整
備
で
あ
る
。
」
「
こ
う
し
た
旧
水
公
団
法
に
お
け
る
制
度
上
の
不
備
を
補
う

た
め
、
①

事
業
か
ら
撤
退
又
は
廃
止
す
る
場
合
の
手
続
き
（
事
業
実
施
計
画
の
変
更
手
続
き
を
踏
襲
）

②

事
業
か
ら

四



撤
退
又
は
廃
止
す
る
場
合
の
費
用
負
担

に
関
す
る
規
定
を
設
け
る
必
要
が
あ
る
。
」

水
機
構
法
施
行
令
三
〇
条
「
撤
退
ル
ー
ル
」
は
、
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
と
解
し
て
良
い
か
。

二

国
土
交
通
省
に
よ
る
「
撤
退
ル
ー
ル
」
説
明
資
料
に
つ
い
て

「
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
『
撤
退
ル
ー
ル
』
に
つ
い
て
国
交
省
が
説
明
し
た
資
料
」
と
い
う
市
民
団
体
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
情
報
公
開
請
求
に
対
し
て
、
「
特
定
多
目
的
ダ
ム
法
施
行
令
第
一
条
の
二
第
二
項
に
基
づ
き
事
業
か
ら
撤
退
し
た
者
が
負

担
す
る
負
担
金
の
額
及
び
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
第
三
〇
条
第
二
項
に
基
づ
き
事
業
か
ら
撤
退
し
た
者
が
負

担
す
る
負
担
金
の
額
を
説
明
し
た
資
料
」
と
い
う
文
書
名
で
開
示
さ
れ
た
図
（
資
料
）
が
あ
る
（
開
示
決
定
文
書
「
国
広
情

第
三
一
四
号

平
成
二
四
年
三
月
一
日
付
」
）
。

（
�
）

こ
の
図
（
資
料
）
は
、
い
つ
、
ど
う
い
う
目
的
で
ど
の
部
署
が
作
成
し
た
の
か
。
ど
う
い
う
場
面
で
（
日
時
、
場

所
、
説
明
対
象
等
）
用
い
ら
れ
た
の
か
。

（
�
）

こ
の
図
（
資
料
）
は
、

ア

そ
も
そ
も
水
機
構
事
業
の
費
用
負
担
は
分
離
費
用
身
替
り
妥
当
支
出
法
に
基
づ
き
算
出
さ
れ
て
い
る
（
水
機
構

法
施
行
令
一
八
条
、
二
一
条
）
と
こ
ろ
、
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
お
い
て
も
ま
た
分
離
費
用
身
替
り
妥
当
支
出
法
の

五



考
え
方
に
基
づ
い
て
「
撤
退
」
が
あ
っ
た
場
合
の
事
業
実
施
計
画
変
更
後
の
費
用
負
担
を
算
出
す
る
と
い
う
、
合

理
的
な
原
則
を
表
し
て
い
る
。

イ

右
記
ア
の
理
か
ら
し
て
、
利
水
（
者
）
Ａ
が
撤
退
す
る
場
合
、
利
水
（
者
）
Ｂ
の
新
た
な
（
事
業
実
施
計
画
変

更
後
の
）
費
用
負
担
は
、
変
更
前
の
負
担
額
よ
り
増
加
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
図
の
「
治
水
」
負
担

も
ま
た
増
加
す
る
（
従
前
計
画
よ
り
投
資
可
能
限
度
額
に
近
づ
い
て
い
く
）
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
を
示
し
て
い

る
。

ウ

二
の
利
水
（
者
）
Ａ
及
び
Ｂ
が
存
在
す
る
事
業
に
お
い
て
一
の
利
水
（
者
）
Ａ
が
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担

金
は
、
利
水
（
者
）
Ａ
は
、
「
不
要
支
出
額
」
と
「
（
「
残
っ
た
（
者
）
」
の
）
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る

額
」
を
合
算
し
た
額
で
あ
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
利
水
（
者
）
Ａ
が
撤
退
す
る
場
合
、
「
不
要
支
出
額
」
が

存
在
せ
ず
、
「
（
「
残
っ
た
者
」
の
）
投
資
可
能
限
度
額
を
超
え
る
額
」
が
生
じ
な
い
場
合
は
、
撤
退
負
担
金
が

な
い
こ
と
を
表
し
て
い
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

（
�
）

こ
の
図
（
資
料
）
は
水
資
源
機
構
法
施
行
令
第
三
〇
条
の
条
文
を
理
解
し
や
す
く
図
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
撤
退

六



負
担
金
を
巡
る
争
い
に
よ
る
事
業
実
施
計
画
変
更
（
廃
止
）
の
遅
滞
を
防
ぐ
も
の
と
理
解
し
て
い
る
が
、
い
か
が

か
。

三

二
〇
〇
九
年
に
作
成
さ
れ
た
「
名
古
屋
市
が
導
水
路
か
ら
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担
金
試
算
」
資
料
に
つ
い
て

二
〇
〇
九
年
五
月
一
五
日
の
中
日
新
聞
朝
刊
一
面
ト
ッ
プ
に
「
名
古
屋
市
が
導
水
路
撤
退
」
と
い
う
見
出
し
が
躍
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
同
年
七
月
一
〇
日
、
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
に
係
る
三
県－

市
副
知
事
・
副
市
長
会
議
」
（
出
席

者－

三
県
（
岐
阜
・
愛
知
・
三
重
）
副
知
事
、
名
古
屋
市
副
市
長
、
中
部
地
方
整
備
局
長
・
同
河
川
部
長
・
水
資
源
機
構
中

部
支
社
長
。
以
下
「
副
・
副
会
議
」
と
い
う
。
）
が
非
公
開
で
開
催
さ
れ
、
同
年
八
月
二
日
、
名
古
屋
市
公
館
に
お
い
て
、

名
古
屋
市
主
催
で
、
名
古
屋
市
民
を
対
象
に
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
公
開
討
論
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

（
�
）

「
副
・
副
会
議
」
資
料
に
つ
い
て

二
〇
〇
九
年
七
月
一
〇
日
の
「
副
・
副
会
議
」
に
出
さ
れ
た
中
部
地
方
整
備
局
及
び
水
資
源
機
構
中
部
支
社
が
作

成
に
よ
る
資
料
に
「
名
古
屋
市
が
撤
退
し
た
場
合
の
概
算
の
事
業
費
等
の
試
算
」
が
あ
る
。
水
機
構
法
施
行
令
の

「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
基
づ
く
試
算
は
全
く
示
さ
ず
、
「
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て

計
算
」
と
い
う
法
令
を
逸
脱
し
た
試
算
を
行
っ
た
上
で
「
負
担
者
未
定＝

一
一
一
億
円
」
な
る
数
字
を
示
し
て
い

七



る
。
こ
れ
に
つ
い
て
開
示
（
二
〇
一
二
年
）
後
に
中
部
地
方
整
備
局
の
担
当
者
が
市
民
団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
し
た
説

明
で
は
、
「
三
県
か
ら
、
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
に
し
た
試
算
を
資
料
に
し
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
た

か
ら
、
そ
う
い
う
資
料
を
作
り
ま
し
た
、
『
撤
退
ル
ー
ル
』
に
基
づ
く
試
算
は
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。

ま
ず
は
法
令
（
「
撤
退
ル
ー
ル
」
）
に
基
づ
い
た
試
算
に
よ
る
数
字
を
示
し
、
し
か
る
後
に
関
係
者
の
要
望
で

「
仮
定
の
／
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
」
た
試
算
を
示
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
一
応
理

解
で
き
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
、
中
部
地
方
整
備
局
及
び
水
資
源
機
構
中
部
支
社
は
法
令
（
「
撤
退
ル
ー
ル
」
）

に
則
っ
た
試
算
を
示
さ
ず
に
「
負
担
者
未
定＝

一
一
一
億
円
」
な
る
数
字
を
示
す
こ
と
で
、
あ
た
か
も
こ
の
金
額

が
、
法
令
上
名
古
屋
市
が
撤
退
に
あ
た
っ
て
負
担
す
べ
き
金
額
で
あ
る
か
の
よ
う
に
誤
解
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
も
し
そ
う
で
は
な
い
（
法
令
上
の
根
拠
は
な
い
こ
と
は
「
国
」
も
「
三
県
」
も
承
知
の
上
で
あ
る
）
と

い
う
の
で
あ
る
な
ら
、
「
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
計
算
」
と
い
う
こ
と
は
、
事

業
者
側
（
水
資
源
機
構
及
び
中
部
地
方
整
備
局
）
が
、
「
撤
退
ル
ー
ル
に
よ
る
試
算
は
し
な
い
。
『
撤
退
ル
ー
ル
』

に
基
づ
い
て
事
業
実
施
計
画
変
更
（
費
用
負
担
同
意
を
得
る
）
を
行
う
努
力
を
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
宣
言
し
た

八



こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
撤
退
ル
ー
ル
」
を
規
定
し
た
趣
旨
を
没
却
し
、
法

令
を
逸
脱
す
る
問
題
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

①

中
部
地
方
整
備
局
及
び
水
資
源
機
構
中
部
支
社
は
、
法
令
（
「
撤
退
ル
ー
ル
」
）
の
説
明
も
せ
ず
、
法
令
に

基
づ
い
た
試
算
を
示
す
こ
と
も
せ
ず
に
、
「
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
」
と

い
う
「
仮
定
の
」
計
算
の
み
示
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
水
機
構
法
・
同
法
施
行
令
の
定
め
を
無
視
し
た
、
甚
だ

不
適
切
な
行
為
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

②

こ
の
「
仮
定
の
／
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
」
た
試
算
の
提
示
な
い
し
「
撤

退
ル
ー
ル
」
に
則
っ
た
試
算
の
不
提
示
に
よ
り
、
以
下
（
�
）
に
述
べ
る
よ
う
な
「
誤
解
」
を
生
じ
さ
せ
た
こ

と
を
、
現
時
点
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

（
�
）

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
資
料
に
与
え
た
影
響
に
つ
い
て

二
〇
〇
九
年
八
月
二
日
に
名
古
屋
市
が
開
催
し
た
「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
公
開
討
論
会
」
の
資
料
と
し

て
、
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
も
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ

て
い
る
。

九



名
古
屋
市
上
下
水
道
局
Ｈ
Ｐ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ≫

上
下
水
道
局
の
ご
紹
介≫

上
下
水
道
局
の
情
報≫

上
下
水
道
局
レ

ポ
ー
ト≫

「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
公
開
討
論
会
」
を
開
催
し
ま
し
た

「
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
公
開
討
論
会

平
成
二
一
年
八
月
二
日

名
古
屋
市
上
下
水
道
局
」

http://w
w

w
.w

ater.city.nagoya.jp/file/15148.pdf

三
五
ペ
ー
ジ
目

こ
の
資
料
で
は
、
「
（
名
古
屋
市
が
）
【
撤
退
し
た
場
合
】
最
大
一
一
一
億
円

導
水
路
撤
退
負
担
金
」
と
朱
色

で
大
き
く
強
調
さ
れ
て
い
る
。
右
記
（
�
）
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
「
国
・
三
県
の
新
た
な
負
担
が
生
じ
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
」
と
い
う
全
く
の
架
空
・
仮
定
の
計
算
の
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
は

「
徳
山
ダ
ム
・
導
水
路

名
古
屋
市
の
負
担
」
と
し
て
、
名
古
屋
市
が
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担
金
が
一
一
一
億

円
で
あ
る
か
の
よ
う
な
資
料
を
作
成
し
、
市
民
に
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

①

「
（
二
〇
〇
九
年
当
時
）
名
古
屋
市
が
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
か
ら
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担
金
は

一
一
一
億
円
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
は
誤
り
で
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。
（
確
か
に
「
最
大
」
と
い
う
限
定

表
現
を
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
従
来
の
事
業
実
施
計
画
の
際
に
名
古
屋
市
が
同
意
し
た
負
担
金
の
額
を
超
え

る
こ
と
は
な
い
」
と
い
う
当
然
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
「
限
定
」
の
意
味
を
も
っ
て
い
な
い
。
そ
の

一
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後
、
市
民
団
体
メ
ン
バ
ー
が
名
古
屋
市
上
下
水
道
局
の
担
当
者
に
訊
い
た
と
こ
ろ
で
も
「
一
一
一
億
円
、
あ
る
い

は
そ
れ
に
近
い
額
に
な
っ
て
し
ま
う
と
認
識
し
て
い
る
」
旨
を
回
答
し
て
い
る
。
）

②

こ
の
よ
う
な
資
料
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
「
撤
退
負
担
金
は
一
一
一
億
円
で
あ
る
」
と
の
誤
解
が
蔓
延

し
た
。
こ
の
「
誤
解
」
に
関
し
て
は
、
右
記
（
�
）
で
述
べ
た
通
り
、
中
部
地
方
整
備
局
及
び
水
資
源
機
構
中
部

支
社
の
責
任
が
重
大
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

（
�
）

名
古
屋
市
が
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
事
業
か
ら
撤
退
し
た
場
合
の
撤
退
負
担
金
を
、
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
則
っ

て
試
算
す
る
と
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
二
〇
〇
九
年
の
場
合
と
現
在
の
場
合
が
異
な
る
場
合
は
、
両
方
の
場
合
に
つ

い
て
の
試
算
（
概
算
）
を
示
さ
れ
た
い
。
右
記
（
�
）
で
述
べ
た
通
り
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
中
部
地
方
整
備
局
は

「
名
古
屋
市
が
撤
退
し
た
場
合
の
概
算
の
事
業
費
等
の
試
算
」
と
し
て
具
体
的
な
数
字
を
挙
げ
た
資
料
を
作
成
し
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
数
字
を
示
さ
れ
た
い
。

四

事
業
実
施
計
画
変
更
（
廃
止
）
が
遅
滞
し
た
場
合
の
問
題
性
に
つ
い
て

一
の
利
水
者
が
撤
退
を
表
明
し
た
後
、
事
業
実
施
計
画
変
更
（
他
の
利
水
者
も
全
て
撤
退
意
思
を
表
明
し
た
場
合
は
「
廃

止
」
と
な
る
が
、
こ
こ
で
は
少
な
く
と
も
一
の
利
水
者
が
残
る
場
合
と
す
る
）
が
遅
滞
し
た
場
合
、
「
事
業
実
施
計
画
が
変

一
一



更
（
廃
止
）
さ
れ
る
ま
で
は
、
従
来
の
事
業
実
施
計
画
が
維
持
さ
れ
る
」
と
い
う
解
釈
に
立
つ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
実
務
レ

ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
下
、
「
一
の
利
水
者
が
撤
退
を
表
明
し
た
場

合
」
に
つ
い
て
、
「
実
務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
水
機
構
法
及
び
同
法
施
行
令

の
規
定
の
趣
旨
に
則
っ
て
、
答
え
ら
れ
た
い
。

（
�
）

撤
退
に
よ
る
事
業
の
縮
小
変
更
で
は
不
要
に
な
る
部
分
の
工
事
が
進
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
部
分
の
費

用
は
誰
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
。
「
事
業
実
施
計
画
が
変
更
さ
れ
る
ま
で
は
従
来
通
り
」
と
し
て
し
ま
う

と
、
撤
退
意
思
表
明
時
点
で
速
や
か
に
清
算
す
れ
ば
生
じ
な
か
っ
た
「
不
要
支
出
額
」
が
発
生
し
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
を
撤
退
者
が
負
担
す
る
の
は
極
め
て
不
当
で
あ
り
、
ま
た
「
残
っ
た
者
」
が
縮
小
変
更
後
に
は
不
要

と
な
る
部
分
の
費
用
負
担
を
す
る
い
わ
れ
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
水
資
源
機
構
が
自
ら
「
空
い
た
穴
を
埋

め
る
」
こ
と
に
な
る
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
実
務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
る
こ
と
に
な
る

が
、
い
か
が
か
。

（
�
）

事
業
実
施
計
画
変
更
（
廃
止
）
が
、
年
度
を
ま
た
が
っ
て
し
ま
う
場
合
の
次
年
度
以
降
の
予
算
措
置
請
求
に
つ
い

て
、
質
問
す
る
。

一
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①

「
毎
年
度
の
予
算
措
置
請
求
は
事
業
参
画
者
の
意
向
を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
う

が
、
事
業
参
画
者
の
意
向
が
分
か
れ
る
一
方
、
「
事
業
実
施
計
画
の
変
更
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
従
来
の
事
業
実
施

計
画
が
維
持
さ
れ
る
」
と
な
る
と
、
「
撤
退
し
た
者
」
が
負
担
す
べ
き
で
な
い
工
事
も
進
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま

い
、
負
担
に
「
穴
を
空
け
る
（
負
担
者
が
い
な
い
支
出
が
生
じ
る
）
」
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

②

仮
に
従
来
の
行
程
表
に
対
応
し
た
予
算
措
置
請
求
が
行
わ
れ
、
す
で
に
撤
退
を
表
明
し
た
利
水
者
に
も
、
水
資

源
機
構
か
ら
従
来
通
り
の
請
求
が
な
さ
れ
る
と
す
る
と
、
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
従
っ
て
事
業
実
施
計
画
を
変
更
し

た
場
合
に
は
、
撤
退
者
に
返
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
可
能
性
は
極
め
て
大
き
い
。
こ
う
し
た
こ
と
は
「
実

務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
「
従
来
の
行
程
表
に
対
応
し
た
予
算
措
置
請

求
」
で
は
な
く
、
「
撤
退
」
を
考
慮
し
た
最
低
限
の
予
算
措
置
請
求
の
み
が
な
さ
れ
る
も
の
と
解
し
て
良
い
か
。

（
�
）

「
実
務
レ
ベ
ル
で
対
応
に
支
障
、
混
乱
が
生
じ
」
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
正
式
に
撤
退
意
思
が
通
知
さ
れ

た
場
合
は
、
「
い
っ
た
ん
工
事
（
入
札
等
の
実
施
）
を
止
め
て
、
『
撤
退
ル
ー
ル
』
を
原
則
と
し
て
、
速
や
か
な
事

業
実
施
計
画
変
更
を
行
う
」
旨
の
ル
ー
ル
を
明
文
化
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

五

「
撤
退
ル
ー
ル
」
の
規
定
の
明
確
化
に
つ
い
て

一
三



水
機
構
法
施
行
令
に
「
撤
退
（
負
担
金
）
ル
ー
ル
」
を
設
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
撤
退
意
思
の
通
知
の
方
法
が
明
記
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
後
の
手
続
き
（
事
業
実
施
計
画
変
更
・
廃
止
）
に
よ
る
負
担
の
確
定
の
時
間
的
ス
パ
ン
が
見
え
な

い
こ
と
が
、
利
水
者
に
よ
る
真
剣
な
「
撤
退
」
の
検
討
を
逡
巡
さ
せ
、
「
撤
退
」
の
規
定
を
設
け
た
（
資
料
参
照
）
趣
旨
が

没
却
さ
れ
る
現
状
と
な
っ
て
い
る
。

水
資
源
機
構
に
係
る
諸
法
令
を
改
訂
し
、

ア

撤
退
の
意
思
表
示
の
方
法
を
明
文
化
し
、
「
撤
退
ル
ー
ル
」
に
よ
る
計
算
（
精
算
）
の
起
算
点
を
明
確
に
す
る

イ

撤
退
の
意
思
表
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
水
資
源
機
構
は
、
い
っ
た
ん
工
事
を
止
め
て
、
速
や
か
な
事
業
実
施
計
画
変

更
を
行
う
旨
を
ル
ー
ル
化
す
る

ウ

事
業
実
施
計
画
変
更
（
廃
止
）
の
際
に
費
用
負
担
同
意
す
べ
き
者
は
、
「
撤
退
（
負
担
金
算
出
）
ル
ー
ル
」
を
尊
重
す

ると
い
う
原
則
を
明
記
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

右
質
問
す
る
。

一
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